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るのは 17 社であった（表 1）。
表 1　ドリルも含んだ楽典の教材を販売している
出版社
㈱ エー・ティー・エヌ ㈱ 自由現代社







㈱ 現代ギター社 ㈱ ドレミ楽譜出版社










































㈱ 音楽之友社 ㈱ 東音企画
㈱ 学研プラス（音楽事業室） ㈱ ヤマハミュージックメディア








































数多く出版している 7 社のうちから 4 社と、また④
に当てはまる、音楽学習導入時の子供向けの学習教
材を目的に合わせシリーズ化して非常に数多く出版























































































































































































































A1 127 25 19.6
A2 72 67 93
B1 218 149 68.3
B2 54 17 31.4
C1 102 85 83.3
C2 95 51 53.6
D1 155 13 11.3
D2 42 21 50
E1 348 236 67,8
次に問題ページ数とその割合を見てみると、2 種
類に分かれることが分かる。導入時の教材の方が問
題のページ数の割合が多いのは B 、Cで、A、Dは
全く逆に専門性の高い教材に問題の割合が多い事が
分かる。これについては、教材そのもののねらいよ
り、導入時の学習、専門性の高さに関係ないことが
わかる。
4．今回の音楽教材の特徴と傾向
同じ楽典の内容が音楽学習教材の目的、ねらいに
より特徴が定まり、内容を載せる比率など、それぞ
れに傾向と特徴を持っていることが分かった。
それぞれの共通した特徴として、音楽学習導入時
の学習教材の傾向として、演奏を行うためにまず必
要な「譜表と音名」「音符と休符」｢リズムと拍子｣
に重点を置いていることが分かる。また導入時とい
うことで、学習に時間がかけられることを想定して、
全体のページ数を多くとり、反復する事により、知
識の理解を深め、慣れさせるというねらいがわかっ
た。
専門的な学習のための教材においては、内容が凝
縮され、すでに理解や知っている知識も含め、集中
して短期間で学習できることをねらいとし、専門性
が高くなってから、演奏により表現の幅を広げるた
めにも必要な「音程」「音階と調」「和音」「楽語」
に比重が置かれているという傾向が分かった。
またレベルに関係なく今回の音楽学習教材の特徴
や傾向は大きく見ると共通した点があった。たいて
いの掲載されている順序がほぼ同じであった。これ
は音楽実技演奏を学ぶことを主体と考えた時にどう
してもこの順序で掲載するべき必要性があるという
ことなのであろうか。
また、単元ごとに分かれて学習するようになって
おり、内容を絡めての学習や、実際の音楽の楽譜な
どを使った勉強をするような教材に当たらなかっ
た。記述式の問題が多く論述式の問題が非常に少な
かった。そのような点ではどの教材もとても似てい
るといえる。
おわりに
注目した音楽学習教材は、それぞれの特徴があっ
たが目的とねらいがほぼ同じため、また選んだ規準
を統一したため、前述のように大きな視点でみると
結果的に似た音楽学習教材になっているのかもしれ
ない。
ねらいや目的が同じ方向でも、様々な理論を順序
関係なく学んだり音楽にからめて具体的な楽曲と学
ぶなど、全く違う教材もあっても良いのではと感じ
た。
今後私の担当する授業内での音楽学習の教材や指
導において、実技合奏に必要な音楽理論を、初歩的
なことの復習と応用的な内容についての理解を深め
るという目的と、なるべく短時間で集中的に理解す
るというねらいにとらわれすぎず、反復の学習を取
り入れ、自由に実際の実技演奏、音楽作品などとか
らめて実技と理論が混ざった学習ができるような教
− 103 −
音楽学習教材における一考察　―音楽学習者のための楽典の教材に着目して―
材、学習内容の指導研究、実践をさらに深めていき
たいと改めて考えた。
註
１ 　音楽に用いる音を楽譜などに作成するため、も
しくは読むために必要な最低限の規則、またその
規則を説明する理論。音楽理論との区別はあいま
いだが、楽典は実際に楽譜を読むための基本的な
知識といえる。
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